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地震後の早期運転再開に地震後の早期運転再開に地震後の早期運転再開に地震後の早期運転再開に

向けた支援システム向けた支援システム向けた支援システム向けた支援システム
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地震発生時において運転規制の基準値を超える地震動
が観測された場合、列車を停止させた後に当該地震計
の受け持ち範囲の安全確認を行う必要がある。

研究の目的研究の目的

運転再開までのダウンタイムの短縮が望まれるが、その
ためには安全確認をより的確かつ効率的に実施する必
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要がある。

早期運転再開を支援するために以下を開発した。
①早期運転再開支援システム

公的な地震や地盤の情報を用いて地震動分布を推定し、
対象路線のキロ程に対して推定地震動を表示するシステム

②簡易型地震観測装置

新たな地上設備を整備する必要のない無線通信や乾電池
を用いた簡易地震計
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開発システムの構成
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④公的地盤情報を用いた地震動推定

⑤図化処理
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面的な地震動推定
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モデル線区に選定
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地震計設置地点
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ほぼ正確に推定
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推定精度検証の対象地震と結果推定精度検証の対象地震と結果

検証対象地震(全9地震)

6.伊予灘(M4.5)
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簡易型地震観測装置開発の背景簡易型地震観測装置開発の背景

早期運転再開支援システムは地震動を推定するシステム
であるが、地震計を増設することにより、高密度に地震動
を実測したいというニーズがある。

大地震の発生後など地震活動が活発な場合には、地震
動が運転規制の閾値を頻繁に超過し、その都度、安全確
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動が運転規制の閾値を頻繁に超過し、その都度、安全確

認を実施する必要が生じる場合がある。一時的に、より詳
細な地震動を観測したいというニーズがある。

一時的な地震計の増設に対し、急遽、電気や通信などの
地上設備を整えるのは現実的ではない。正規の地震計シ
ステムの機器調達や設置には時間を要する。
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簡易型地震観測装置簡易型地震観測装置(SPOT(SPOT地震計地震計))の開発の開発

SPOT地震計の外観

【特徴】
・低消費電力
・無線通信端末を実装
・MEMS加速度センサーを採用
・小型・軽量で設置が容易

加振試験による検証
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計測震度計とSPOT地震
計を振動台の上に並べて
載せ加振試験を実施
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簡易型地震観測装置のネットワーク機能簡易型地震観測装置のネットワーク機能

Webサーバー画面例
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SPOT地震計のN/W概念
宮崎リニア実験線の

桁式高架橋地点の高架橋上

SPOT地震計

PC等
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① 公的機関による地震や地盤の情報を活用した早期運転
再開支援システムを試作した。このシステムは即時的に
面的な地震動を推定し、対象路線のキロ程に対して推定
地震動などを図化する。

② 通信や電力といった新たな地上設備の整備が不要で導
入が容易な、無線通信や乾電池を用いた簡易型地震観

まとめまとめ
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入が容易な、無線通信や乾電池を用いた簡易型地震観
測装置(SPOT地震計)を開発した。

③ 開発したシステムや地震計を用いることにより、安全確認
の要否や範囲を適正化でき、状況によっては運転再開ま
でのダウンタイムを短縮することが可能になる。

本研究は国土交通省の鉄道技術開発費補助金を受けて実施しました。


